
  

                                       

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

令和４年３月 

第４２８号 

 

  ２／１４ 神明大杉立ち起こし！ 

 

   倒木から１年半。神明大杉は、地域の 

シンボルとして、新たな形で 

大湫を見守ってくれることでしょう。 
 
 

丸森のお雛様フェアー華やかです。 

おもな内容-               

・大湫町神明大杉学術研究報告会案内 ‥p1 

・神明大杉再生活用事業完成式典案内 ‥p2 

・大杉保存活用プロジェクト No.8    ‥p3 

・文部科学省の優良公民館表彰    ‥p4 

・大湫町文化祭アンケート結果    ‥p5~6 

・モニタリング１０００最終年    ‥p7~8 

・丸森 ひな飾り          ‥p9 

 

 

・‥ｐ4 
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文
部
科
学
省
の
優
良
公
民
館
表
彰 

  

２
月
４
日
、
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
防
止
措
置
の
た

め
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
表
彰
式
が
東
京
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
全
国
で
59
の
公
民
館

が
表
彰
さ
れ
、
岐
阜
県
で
は
、
大
湫
公
民
館
が

唯
一
の
表
彰
館
と
な
り
ま
し
た
。 

表
彰
理
由
と
し
て
は
、
①
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
と
い
う
地
域
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
高
齢
者
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
・
転
入
促
進

対
策
・
子
育
て
支
援
対
策
に
配
慮
し
た
講
座
の

企
画
や
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
②
町

の
中
心
に
あ
っ
た
大
杉
が
倒
れ
、
町
民
の
精
神

的
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
っ
た
た
め
、
そ
の
再
生
復

興
を
地
域
の
課
題
と
し
、
課
題
解
決
へ
向
け
て

市
内
全
公
民
館
と
連
携
し
、
地
域
住
民
の
心
の

ケ
ア
に
繋
が
る
活
動
を
企
画
実
践
し
て
き
た

こ
と
、
③
自
然
保
全
委
員
会
や
宿
保
全
委
員
会

等
、
地
域
の
個
性
を
活
か
す
専
門
委
員
会
が
地

域
に
育
ち
、
住
民
の
地
域
学
習
の
推
進
と
ふ
る

さ
と
意
識
の
高
揚
へ
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、

等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
日
ま
で
の
公
民
館
の
運
営
に
当
た
ら
れ

た
、
先
輩
職
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
町
内
で
の
各
種
活
動
に
積

極
的
に
参
加
い
た
だ
い
た
、
町
民
の
皆
様
の
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
思
う
心
と
実
践
に
、
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
表
彰
は
、
大
湫
町
民
全
て
に
与
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
職
員
と
し
て
は
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
受
け
止
め
、
今
後
の
館
の

運
営
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な

が
ら
、
館
活
動
の
企
画
実
践
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
参
加
ご
協
力
の
ほ
ど
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

公
民
館
長 
足
立 

 
 
 
 

 
 
 

 

  

龍
神
様
の
祠
の
下
か
ら 

円
空
仏
？ 

 
 

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
令
和
の
一
大

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
大
杉
再
生
事

業
で
す
が
、
現
場
の
土
木
工
事
担
当
者
が
池
の

周
り
で
土
を
掘
り
返
し
て
い
る
と
、
壊
れ
て
し

ま
っ
た
龍
神
様
の
祠
の
下
あ
た
り
か
ら
、
円
空

仏
と
思
し
き
木
彫
仏
が
出
土
し
ま
し
た
。 

高
さ
が
35
㎝
、
幅
が
19
㎝
で
、
荒
々
し
い

ノ
ミ
跡
も
円
空
の
作
風
を
彷
彿
と
さ
せ
る
風

貌
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
の
文
化
財
担
当
課
で

調
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
ら
、
残
念
な
が
ら
円
空

よ
り
も
少
し
新
し
い
時
代
の
作
品
と
い
う
こ

と
で
、
作
者
不
詳
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

被
災
し
た
大
湫
宿
を
心
配
し
て
現
れ
た
木

彫
仏
を
、
新
生
大
杉
と
と
も
に
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

 

足
立 
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第 31回大湫町文化祭アンケート結果（報告） 

令和 3年度の大湫町文化祭において、アンケート調査を実施しましたので、その結果を以

下の通り報告します。 

 

＜調査内容及び方法＞ 

令和 3年 11月 3日(水)～7日（日）にわたって開催された「第 31 回大湫町文化祭」にお

いて、記入式のアンケートを実施した結果、入場者数（受付名簿 251人）の半数を超える 140

人からアンケート用紙の提出がありました。 

今回は、文化祭での感想を中心に、希望の講座・館への要望を伺いました。 

 

＜年代別・男女別構成＞ 

年代別の構成は、居住者の世帯構成を反

映してか、70代以上が 29％、60代が 25％

と高齢者が多数を占めましたが、現役世代

も約半数を占め、一定の世代別の意見も反

映されたものと解釈しています。 

男女別では、47％対 53％と拮抗してお

り、他の文化行事に比べて、男性の参加が

多かったように見受けられました。 

 

＜展示の仕方・配置＞ 

 展示の仕方・配置については、非常に満

足が 28％、満足が 56％と、併せて 84％の

人が満足感を表明され、限られたスペース

を活用して、展示方法や作品の配置に配慮

したことが報われたと、嬉しく思っており

ます。不満の意見はありませんでしたが、

自己分析として、どの様な意識で作品作り

に取り組んだか、作者のコメントを今後会

場に反映していきたいと考えています。 

表記された意見を多い順に記載すると、

①見やすかった②道順が分かりやすい③

作品の質が良い④出品点数が多くて良い

⑤バランスが良い⑥土足で見れるのが良

い⑥作者の顔写真があって良かった、など

となっています。 

 

6% 3%

13%

11%

13%25%

29%

年代別

20代未満

20代

30代

40代

 

47%53%

男女別

男

女

 

28%

56%

15%

0% 1%

展示の仕方・配置につ

いて

非常に満足

満足

普通

不満

無記入
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＜施設・スタッフ対応＞ 

施設やスタッフの対応については、非常

に満足が 33％、満足が 56％と、併せて 89％

の人が満足感を示されました。特にボラン

ティアスタッフとして参加してくれた瑞浪

北中学校の生徒達の笑顔の対応は、来館者

の心に残ったようで、本館としても感謝す

るとともに、今後も可能な限り依頼してい

きたいと思います。 

毎月展示してほしいとの要望もありまし

たので、講堂の活用は困難ですが、ホールの展示を中心に、年間にわたり複数回の展示企画

を実践するよう努めたいと思います。また地域の皆様の作品や資料提供など依頼して参りま

すので、ご協力のほどお願いいたします。 職員一同笑顔に心がけ、親しんでいただける館

の運営を目指して、努力して参ります。 

 

＜展示内容に関する評価＞ 

展示内容について、印象に残ったものという設問に対する文章解答として、「小中学生や

幼児の作品」との表記が圧倒的に多く、子ども達の成長に対する関心と、子ども達の無垢な

発想や表現に触れることへの喜びが伝わってきました。今後も幼小中教育機関との連携や、

子ども達の創作意欲を喚起する企画の設定に尽力していきたいと思います。 

今年度は特に、大杉を使った作品に対する関心も高く、彫刻・絵画・写真・創作小物に至

るまで、製作意欲もさることながら、鑑賞の対象としても衆目を集めていました。時代を反

映するタイムリーな課題にも積極的に挑戦してもらえるよう、機会の創設に努めて参りたい

と思います。 

 

＜今後の活動のヒントになる一言＞ 

アンケートの中から、今後の公民館活動のヒントになる一言を抜粋して表記しておきます。 

・自然豊かな大湫の産物を使った作品 ・多年代にわたる作品の数々 ・心のこもった作品 

・創作意欲に満ちた文化祭 ・完成度の高い作品群 ・町民一人一品出品運動 ・取り組ん

だことが多くの人に見てもらえる喜び ・大杉を大切に思う地元の人の心 ・趣味を持つこ

とは人を豊かにする 

 

＜改善点の要望や今後実施して欲しい講座＞ 

改善点：・写真に説明文があると良い ・より多くの町民の参加 ・作者から説明があると

良い・展示日数を短く ・演芸の部を再開してほしい ・地元の野菜の販売を増やして 

講 座： パンづくり・干し柿・親子講座・竹細工・パッチワーク・きのこ菌打ち・そば打

ち・ストレッチ・大杉関連・絵手紙・料理 

 

33%

56%

9%

1%
1%

施設・スタッフ対応に

ついて

非常に満足

満足

普通

不満
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「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

『
中
山
道
大
湫
宿
』（
調
査
サ
イ
ト
の
名
称
）
調
査
は
５
年
目
（
最
終
年
） 

 

今
年
の
冬
は
日
本
の
各
地
が
大
雪
に
見

舞
わ
れ
た
。
自
治
体
の
中
に
は
、
除
雪
予
算

が
例
年
の
何
倍
に
も
な
り
、
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
大
湫
の
雪
は
さ

ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
が
、「
凍
結
に
備
え

る
よ
う
に
」
と
、
何
度
も
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
。 

し
か
し
、
着
実
に
春
は
近
づ
き
、
ロ
ウ

バ
イ
が
開
花
。
ア
セ
ビ
の
蕾
も
ず
い
ぶ
ん

膨
ら
ん
で
き
た
。
も
う
し
ば
ら
く
す
れ
ば

シ
デ
コ
ブ
シ
や
タ
ム
シ
バ
の
花
期
を
迎
え

る
。
シ
デ
コ
ブ
シ
は
伊
勢
湾
を
取
り
巻
く

よ
う
な
地
域
に
だ
け
見
ら
れ
る
希
少
種

（
東
海
丘
陵
要
素
と
呼
ば
れ
る
植
物
群
の

一
つ
。
ハ
ナ
ノ
キ
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
な
ど
）。

準
絶
滅
危
惧
種
だ
。
地
域
の
人
た
ち
は
あ

ま
り
興
味
を
示
さ
な
い
が
。 

こ
の
特
異
な
分
布
を
し
て
い
る
シ
デ
コ

ブ
シ
の
調
査
を
し
、
保
全
に
力
を
注
い
だ

の
が
「
日
本
シ
デ
コ
ブ
シ
を
守
る
会
」
。
会

長
は
糸
魚
川
淳
二
氏
。
昨
年
末
に
永
眠
さ

れ
た
（
２
０
２
１
・
12

・
11

没
。
瑞
浪
市
半
原

在
住
）
。
東
濃
地
区
の
調
査
に
彼
と
と
も
に

携
わ
っ
た
の
が
「
大
湫
町
自
然
保
全
委
員

会
」
。
中
山
道
大
湫
宿
サ
イ
ト
の
調
査
主
体

で
も
あ
る
。 

大
湫
町
の
神
田
地
区
で
は
、
近
年
ヤ
マ

ビ
ル
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
ヤ
マ
ビ
ル
は
、
ほ
と
ん

ど
違
和
感
を
与
え
ず
、
人
の
体
に
吸
い
付

く
。
そ
し
て
血
を
吸
っ
て
満
腹
に
な
る
と

知
ら
ぬ
間
に
離
れ
て
い
く
。 

ヤ
マ
ビ
ル
は
ヒ
ル
ジ
ン
と
い
う
物
質
で

血
を
固
ま
ら
せ
ず
、
皮
膚
を
切
り
裂
き
湧

き
出
る
血
を
吸
う
。
ヒ
ル
が
離
れ
た
後
も
、

な
か
な
か
血
は
止
ま
ら
な
い
。
だ
か
ら
気

が
つ
い
た
と
き
は
、
血
ま
み
れ
。
嫌
わ
れ
る

わ
け
だ
。
幸
い
病
原
菌
を
媒
介
す
る
こ
と

は
な
い
の
で
被
害
は
軽
い
が
、
止
ま
ら
ぬ

血
を
見
る
と
腹
立
た
し
さ
が
倍
増
、
倍
返

し
を
し
た
く
な
る
。 

ヤ
マ
ビ
ル
が
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た

地
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は

理
由
が
あ
る
は
ず
だ
。
シ
カ
が
連
れ
て
き

た
と
言
う
。
最
近
の
研
究
に
依
れ
ば
、
広
域

に
わ
た
り
ヤ
マ
ビ
ル
が
増
え
た
こ
と
に
シ

カ
の
役
割
は
否
定
で
き
な
い
と
。
だ
が
、
ヤ

マ
ビ
ル
が
好
む
湿
度
の
高
い
環
境
が
作
り

出
さ
れ
た
こ
と
が
よ
り
大
き
い
よ
う
だ

（『
ヒ
ル
は
木
か
ら
落
ち
て
こ
な
い
。
ぼ
く
ら
の
ヤ

マ
ビ
ル
研
究
記
』
山
と
渓
谷
社
）
。 
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石
油
や
電
気
の
利
用
に
よ
り
、
落
ち
葉

や
枯
れ
小
枝
、
炭
や
薪
が
熱
源
に
利
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
。
林
業
も
衰
退
し
、
山
の
手

入
れ
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
人
が
山
に
入

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
と
大
き
く
関
係
す
る
。 

噴
火
に
よ
る
溶
岩
で
地
表
が
覆
い
尽
く

さ
れ
る
と
草
木
が
無
く
な
り
、
生
息
し
て

い
た
動
物
も
絶
滅
。
だ
が
何
年
か
後
に
は

草
や
木
が
生
い
茂
り
、
動
物
も
再
び
戻
っ

て
く
る
。
こ
う
し
た
変
化
に
は
数
百
年
の

年
月
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
人

力
が
及
ば
な
い
自
然
の
大
き
な
力
だ
。
人

が
抗
う
こ
と
を
許
さ
な
い
。 

一
方
、
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
が
維
持
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ

れ
が
里
山
。
人
の
生
産
活
動
に
よ
っ
て
、
い

つ
も
自
然
の
状
態
が
振
り
出
し
に
戻
る
。

そ
れ
で
数
百
年
も
同
じ
状
態
が
保
た
れ
る
。

里
山
の
景
観
は
数
百
年
も
続
く
原
風
景
と

な
る
。 

４
年
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て

き
た
こ
の
サ
イ
ト
（
調
査
地
）
で
大
き
な
変

化
は
ま
だ
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

各
地
で
行
わ
れ
る
調
査
（
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
。
環
境
省
生
物
多
様

性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
で
２
０
０
３
年
か
ら

実
施
）
は
、
１
０
０
年
以
上
の
期
間
を
継
続

し
て
行
う
計
画
だ
。
事
務
的
役
割
を
「
日
本

自
然
保
護
協
会
」
が
担
い
、
今
年
で
４
期
目

を
終
え
る
。 

継
続
調
査
に
よ
り
何
か
が
分
か
っ
て
く

る
。
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
は
、

同
じ
環
境
で
生
き
て
い
る
人
間
に
も
影
響

す
る
。
だ
か
ら
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

の
だ
が
。 

岐
阜
県
内
は
、
６
つ
の
サ
イ
ト
で
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
大
湫
町

の
調
査
。 

い
よ
い
よ
３
月
か
ら
今
期
、
最
終
年
の

調
査
が
始
ま
る
。 

 

こ
の
調
査
に
は
誰
も
が
参
加
で
き
る
。

毎
月
、
第
４
日
曜
日
、
９
時
か
ら
行
わ
れ
る
。

大
湫
町
宗
昌
寺
駐
車
場
に
集
ま
っ
た
方
が

調
査
員
。 

本
年
第
一
回
目
は
、
３
月

27

日
（
日
）。 

 

問
い
合
わ
せ
先
は
、 

大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

（0
5

7
2

-6
3

-2
3

6
0

）
。 

 
 

 
 

 
 
 

文
責 

長
谷
川 

明 
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丸
森 

宮
地 

真
美
子 

 

春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
お
雛
様
が
、
丸
森
を

華
や
か
に
彩
っ
て
い
ま
す
。 

 

桃
の
花
が
咲
く
頃
に
ひ
な
祭
り
を
行
う
の

は
、
桃
の
花
が
魔
除
け
の
効
果
を
持
つ
と
さ
れ

て
来
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。 

 

 

古
今
雛
、
土
雛
、
御
殿
飾
り
雛
、
吊
る
し
雛

が
所
狭
し
と
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
今
の

ひ
な
人
形
と
一
味
違
っ
た
雰
囲
気
が
に
じ
み

で
て
い
ま
す
。 

 

 

大
切
な
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
気

持
ち
で
す
。 

 

行
事
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
子
供
の
幸
せ
を
一
緒
に
願
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

四
月
三
日
迄
展
示
し
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

            
古
今
雛 

明
治
七
年
頃 

大
湫
町
の
米
屋
（
小
木
曽
邸
）
に
あ
っ
た
も
の 

江
戸
時
代
後
期
に
江
戸
で
完
成
さ
れ
た
雛
人

形
。 

男
雛
は
束
帯
、
女
雛
は
五
衣
唐
装
（
十
二
単
） 

単
の
袖
を
長
く
出
し
、
垂
髪
に
宝
冠
を
被
る
の

が
特
徴
。 

 

 

桃
太
郎
（土
雛
） 

日
本
の
お
と
ぎ
話
の
一
つ

で
桃
太
郎
・
イ
ヌ
・
サ
ル
・

キ
ジ 

土
雛
は
瑞
浪
市
市
原
地
区

で
明
治
時
代
か
ら
盛
ん
に

作
ら
れ
て
い
ま
し
た 

歌
舞
伎
を
題
材
に
し
た
も

の
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

木
の
実
（ク
ル
ミ
）
雛 

昭
和
二
十
五
年
頃 

ク
ル
ミ
に
色
を

付
け
て
雛
人
形

に
し
て
あ
り
ま

す
。 

と
て
も
か
わ
い

い
で
す
。 

２
／
５
～
３
／
４ 

丸
森 

ひ
な
飾
り 
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令和４年２月２０日現在 

 

２月、3 月丸森企画   

●『丸森 ひな祭りフェア』 【2/5～4/3】 
＊享保雛、古今雛、吊るし雛、御殿飾り

さらには土雛、土人形等の展示 

●特別展示 『大湫宿元禄大火注進書』

（瑞浪市指定文化財） 【2/5～4/3】  
＊江戸時代、大湫宿は 5度の大きな火

災に見舞われました。宿中 54軒全焼と

いう元禄 14年の大火の報告書が『大湫

宿元禄大火注進書』です。出火の原因

や状況、類焼した家屋の規模や所有

者、宿役名が克明に記録され、当時の

大湫宿の規模や旅籠の数など、その歴史や変遷を知ることができます。大湫町の所蔵です。 
 

２月 大湫宿の行事・出来事 

＊5日  丸森恒例のお雛様企画及び特別展示『～注進書』の展示始まる。  

＊１４日 神明大杉根幹立上げ 

＊２６日 大杉天板設置（予定） 

 

２月 丸森訪問者 

 

◆  2/20 まで岐阜県に発出された「まん延防止等重点措置」ですが、オミクロン株による

第６波は一向に衰えず、3/6 までの延長措置がとられました。予定されていた多くの催

しも中止・延期されました。標高 500ｍの大湫宿。例年以上に降雪の日も多く、先月に

続いて来宿者の少ない 2月でした。 

恒例の「雛祭りフェア」開催中

の丸森ですが、春の火災予防

運動にも合わせ、320年前の

『大湫宿元禄大火注進書』の

特別展示が始まりました。大湫

町に伝わる貴重な歴史資料で

す。木造家屋が軒を連ねる宿

場町大湫。昔も今も火の元用

心、火の用心。 

 町 外 町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

101 10 74 1 186 0 
      

R3,4月～ 4,682 人 オープンから 40,109 人 R1同月比 58.5％ 

丸森だより 

武智十次郎と初菊（絵本太閤記） 

『大湫宿元禄大火注進書』（瑞浪市指定文化財） 
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 令和３年度夢づくり地域交付金事業 

 

 

 

令和３年度夢づくり地域交付金事業として、子育て支援事業を行いました。 

その事業が完成しましたので、お披露目会を行います。 

新しいすべり台・小さい子がぶらんこで遊べるように椅子が着きました。一輪車も４台ありま

す。 

今までの雲梯台・ジャングルジム・クジラのすべり台・鉄棒など、集まろう公園には遊ぶもの 

がいっぱいです。遊びに来てください。 

・ 日時 ： ３月１９日（土） 

      １３：３０～ 

・場所 ： 集まろう公園 

 

神明神社から世界の平和をピースロード in岐阜来訪 

  ピースロード i in岐阜実行委員会のメンバーの皆さんが、大湫コミュニティーセンタ 

ーを訪問されました。 

ピースロード運動は十年前から始まり、日韓両国の青年が自転車で国土を縦走すること

により、世界平和を願う活動ですが、今回は

今年５月 29日（日）実施予定で、大湫町の    

神明神社で地域の復興とコロナ禍の終

息、世界平和を祈願し、大湫宿から化石公

園までを自転車でデモンストレーション走行

するものです。  

皆で応援したいものですね。 

 足立 

     

子育て支援事業完成お披露目会のご案内 

 

大湫を訪れたピースロードのメンバー 
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おしゃべりサロン‟こぶし„閉店のお知らせ 

  

令和４年３月３１日をもちまして閉店とさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 これまでの長い間、町民の皆様方の温かいご支援・ご協力に支えら、楽しい時間を過ご

すことができたことを感謝申し上げます。 

 ありがとうございました。   スタッフ一同 

 

 

 

 

   

 

≪瑞浪市自然ふれあい館の展示≫ 

 日時 ： ２月２２（火）～３月１５日（火） 

 場所 ： 公民館ロビー 

 内容 ： 瑞浪市自然ふれあい館の紹介 

     ＊鳥・四季の花・草木染コーナーの展示 

     ＊クラフト・苔テラリュームの展示 

       竜吟の森の木材を加工して、様々な 

日用品からアクセサリーに加工した  

作品を展示。 

     ＊ふれあい館の活動紹介 

 

 

公民館ロビー展示のお知らせ 

 

長い間、町民の皆様に、おい

しいコーヒー、いこいの場所を

提供していただきありがとうご

ざいました。コロナ禍で営業で

きなくなり、寂しく、残念です。 

 

 

 
楽しい手作りの作品がいっぱいです。 

鳥や花の名前もおぼえられます。 
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皆さん、たくさん利用

してください。 

大湫公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 

 

 リ・アップ “ひよも” だより 
《３月のひよも活動》 

多治見警察署・生活安全課の出前講話 

『詐欺防止講話』 

日時：３月の予定でしたが、５月に延期されます。 

場所：大湫公民館 講堂 

 大湫宿お休み処 
 
３月２７日（日）営業します。 

 ご招待券あります ２枚 

（公民館にあります。利用される方は取りに来て下さい.） 

 岐阜の縄文世界 

日時 ： １月８日（土）～３月 13日（日） 休館日▸月曜日 

場所 ： 岐阜県博物館。 

 

 
オススメ!! 大湫分室の本 

 
『江戸式マーケ』       川上徹也：著 

文藝春秋：刊 

 江戸時代のビジネスモデルをわかりやすく解説した本書。

『番傘』を無料貸出した呉服屋の越後屋。大きなロゴマークは、歩く

広告塔になりました。 

1月の大湫分室 貸出人数：1５人 貸出冊数：３６冊 

 デマンド交通 

１月利用者（大湫～日吉東部） 

１６便 延べ２０名（稼働率 1４.0％） 

 青色回転灯防犯パトロール 

３月のパトロール予定者 

蔓延防止等重点措置地区の指定の為、当面の間行わないこ

ととします。 
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区
長
日
記 

 

東
美
濃
高
原
に
位
置
す
る
山
里
大
湫
町
は
、
少
子
高
齢
社
会
の
到

来
に
よ
り
、
老
人
世
帯
・
独
居
世
帯
も
増
加
し
、
人
と
人
と
の
交
わ

り
の
機
会
も
限
り
な
く
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

平
成
25
年
２
月
９
日
、
水
野
市
長
を
お
迎
え
し
60
名
を
超
え
る 

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
こ
ぶ

し
」
オ
ー
プ
ン
行
事
が
、
昨
日
の
事
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

 

玉
置
さ
ん
・
加
藤
さ
ん
・
安
藤
さ
ん
・
植
村
さ
ん
と
い
う
同
世
代

の
仲
良
し
４
人
組
の
皆
さ
ん
が
、
自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

発
揮
し
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
の
事
業
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
多

く
の
町
民
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
特
に
高
齢
期
を
迎
え
た
町

民
の
人
生
を
彩
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

止
ま
る
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
今
回
閉
店
を
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
彼
女
た
ち
の
無
益
の

奉
仕
精
神
が
、
大
湫
に
生
き
る
若
い
世
代
に
脈
々
と
引
き
継
が
れ
、

新
た
な
活
動
と
し
て
花
開
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

３
月
は
年
度
の
変
わ
り
目
で
す
。「
神
明
大
杉
再
生
活
用
事
業
」

も
完
成
式
典
の
開
催
を
も
っ
て
一
区
切
り
と
な
り
ま
す
が
、
神
明
神

社
の
復
興
は
道
半
ば
で
あ
り
、
再
建
委
員
会
と
と
も
に
新
執
行
部
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

足
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
月
３
日 

「
お
も
だ
か
や
」
清
掃
作
業 

４
日 

大
湫
公
民
館 

優
良
公
民
館
表
彰
式 

９
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

10
日 

「
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
」
実
行
委
員
会
大
湫
町
訪
問 

14
日 

大
杉
立
ち
上
げ
工
事
プ
レ
ス
対
応 

15
日 

瑞
浪
市
連
合
自
治
会 

16
日 

大
杉
工
事
受
託
事
業
者
「
ナ
ノ
」
打
合
せ
会 

18
日 

中
山
道
保
存
活
用
計
画
策
定
懇
談
会 

19
日 

釜
戸
道
の
駅
検
討
会 

20
日 

完
成
式
典
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課
協
議 

21
日 

農
協
事
務
所
問
題
検
討
会 

26
日 

公
民
館
・
丸
森
運
営
委
員
会 
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編
集
後
記 

 
 

 

二
月
の
大
湫
は
厳
し
い
寒
さ
と
雪
の
降
る
日
が
多
く
、「
春
よ

早
く
来
い
」
と
祈
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
公
民
館
前
の
福
寿
草

の
蕾
は
日
に
日
に
膨
ら
ん
で
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

 
今
月
は
寒
さ
も
和
ら
ぎ
そ
う
で
、
ほ
っ
と
し
ま
す
。 

 

大
杉
保
存
活
用
事
業
も
大
詰
で
す
。
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ℳ 

二
九

二
七

二
六

二
五

二
四

二
一

二
〇

一
九

一
三

一
二

十 九 六 五 四 二 日

火 日 土 金 木 月 日 土 日 土 木 水 日 土 金 水 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

神
明
大
杉
再
生
活
用
事
業
完
成
式
典

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
一
０
０
０

お
休
み
処
会
議

幼
児
園
卒
園
式

小
学
校
修
了
式

大
湫
町
神
明
大
杉
学
術
研
究
報
告
会

小
学
校
卒
業
式

神
明
大
杉
注
連
縄
づ
く
り
　
　
春
分
の
日

雄
白
稲
荷
例
祭

神
明
神
社
祈
年
祭

集
ま
ろ
う
会
大
湫
太
鼓

公
民
館
講
座
『

き
の
こ
の
菌
打
ち
体
験
』

子
育
て
支
援
事
業
完
成
お
披
露
目
会

奉
仕
作
業

集
ま
ろ
う
会
大
湫
太
鼓

大
湫
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

財
産
区
定
例
会
議

中
学
校
卒
業
式

大
杉
再
生
検
討
会
議

神
田
稲
荷
例
祭

子
供
会
送
迎
会
　
延
期

定
例
区
長
会
・
幹
事
会

確
定
申
告
相
談
日

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

『
詐
欺
防
止
講
話

』

5
月
に
延
期

予
　
　
　
定

令
和
四
年
三
月
行
事
予
定

不燃ごみ：３/３(木) ：資源ごみ：３/１８(金)


